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令和６年度版

わたしたちは

山形県生産基盤強化支援協議会 です！
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支援

生産性向上

令和６年度山形県生産基盤強化事業（厚生労働省地域活性化雇用創造プロジェクト採択事業）

企業の生産性向上
収益改善をご支援いたします

山形県内の企業（製造業）を対象に、現場診断や課題解決を行い、雇用の創出や
生産性向上、従業員のモチベーションupによる収益改善をご支援いたします！
（詳しくは内面の募集要項をご確認願います。）

活動・支援の流れ

経営者様への
ヒヤリング
意向確認

現場診断 改善支援

課題に応じた
個別対応

課題解決支援

成熟社会となった日本…
成長の停滞に伴い、未来への投資が減少、真面目に働いて
いるのに賃金が上がらない要因のひとつとして、成長期か
ら現在までの「仕組み」や「習慣」により、ムダな仕事が
増えていることが考えられる。
顧客にとって価値を生む時間、それ以外のムダな時間を分
析し、見える化することが改善のカギになる！

業務のムダ時間を見える化して分析！
改善へのご支援をいたします

2024年度より
支援内容に追加！

新事業創出支援

・人材育成、モチベーション向上
・リードタイム短縮、生産効率向上
・レイアウト、工程改善
・見える化（現場、経営数値、進捗等）

・新製品/新サービス創出

・ものと情報の流れの見える化
・作業、動作の見える化等による
ムダと付加価値の分析

・流れ化支援
・プロセス改善支援
・真の5S

・講義による教育
・チーム活動
・演習、改善発表

・新事業/新製品戦略立案に関する
指導/助言

・事業化への課題解決の指導/助言

←支援協議会HP
指導申込書の
ダウンロードはこちら

mailto:watanabe-e@ybc.co.jp


リーンマネジメント の考え方と必要性
【リーンマネジメントとは？】

プロセス管理を徹底することで、製造やサービス工程において一貫してムリ・ムダなく最適
な活動を行い、最小限の経営資源で最大限の「顧客価値」を提供することを目的とする経営を
行うこと。

～ 事業概要 ～
１．事業の目的
山形県内企業の経営基盤や生産基盤を強化し、EV（電気自動車）化など新分野への進出による雇用

創出につなげるため、専門家（アドバイザー、インストラクター）が企業の生産性向上、収益改善な
どを支援する。

２．実施機関
山形県生産基盤強化支援協議会
生産基盤強化事業を推進し、各企業の多様化する課題やニーズに対応するため、2022年2月に設立
【参画機関】山形大学、公益財団法人やまがた産業支援機構、山形県銀行協会、山形放送

３．事業の概要
（１）活動内容

山形県生産基盤強化支援協議会のアドバイザーやインストラクター（山形大学の養成スクールを
修了）が企業を訪問し、経営幹部へのヒアリングや現場診断により課題を「見える化」した上で、
リーンマネジメントの思考法・実践方法に基づき、現場巡回・講義・グループ活動などの取り組み
を行い、生産効率化・収益性改善・従業員のモチベーション向上など各企業の課題解決を支援する。
各企業のニーズや課題に応じ、協議会の参画機関も支援に協力する。

（２）対象企業
山形県内の製造業で、事業の多角化や新事業への取り組みを実施もしくは検討していること

（３）活動期間
令和７年２月下旬まで。回数や頻度は各企業の課題に応じて設定します（目安は月に1～2回程度）

現場診断・・・経営者問診、問題点の調査、VSM（バリューストリームマッピング）作成など

改善指導・・・現場診断での改善策に基づく指導、新たなビジネスモデル提案など

（４）指導料 １時間あたり5,000円（最大４時間）
※インストラクターの交通費についても別途ご負担をお願い致します
※本活動（現場診断、改善指導）は１回あたり最大４時間です

４．応募の手続き
（１）募集期間 令和６年５月７日より受付開始 ※応募企業が予定数に達し次第、募集を終了します

（２）応募方法
参加を希望する企業は次ページ記載の事務局までご連絡ください。そして、事務局が指定する指

導申込書に必要事項を記載の上、事務局にご提出ください。下記の基準に基づき書類を審査します

（３）審査基準
①山形県内に所在する製造業の企業
②経営者が経営革新・生産革新に取り組む意思を有している
③事業の多角化、新分野進出、新事業への参入を検討している

ひと
危機意識・夢・起業家精神

思い込み・自己効力感（幸福度）マインドセット
モチベーション・エンゲージメント
創造的思考法、スピード行動力

ＤＸ・人口減少・ＶＵＣＡ
メタ思考法
両利き経営

ＶＳＭ 見える化
ムダの定義、ＪＩＴ
エッセンシャル思考
リーン生産方式

すべては 豊かになる ために！

環境激変でも

付加価値を高める

ビジネスモデル

プロセス改革

・VSM（モノと情報の流れ図）を使い、工場全体の流れ・課題を見える化する。
・ムダと付加価値を切り分け、比率を分析する。理想は各工程間の距離、仕掛をゼロに近づける。

現場診断の手法：
モノと情報の流れ図 （バリューストリームマップ）の活用

付加価値
ムダ

「リーン」とは、「贅肉が取れた」「ムダのない」という意味。ありたい姿を明確にして、
３つの本質的な考え方によって構成される経営手法。

①顧客の視点から価値を提供する

②価値をもたらさない無駄を排除する
③継続的に改善する

・整理整頓の習慣化により在庫削減が実現、収益増（単価アップ）につながった
・ものの見方や考え方を変えることを、理論的にわかりやすく教えていただいた
・課題に対する多方面なアプロ－チ方法があることを学びました
・数値による自社の現状把握を行い、課題が明確になった
・経営者が従業員に直接言えないような事をも、
第三者の立場ではっきり言ってもらえたのが良かった

・部下とのコミュニケ－ション力が向上した
・若手社員が積極的になってきているのを感じる
・従業員の意識向上が図られた

ご利用者様からの声


